
俳人 小林一茶が生涯に５０回以上も訪れた流山。
みりん醸造家 秋元三左衛門(俳号 双樹)を慕い訪れた地として「一茶双樹記念館」が誕生しまし
た。俳句に造詣のあるこの地で開催する『一茶双樹記念館 俳句大会』の作品を募集します。

一茶双樹記念館 俳句大会
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